
３０ 列強による中国侵略と民族運動

〔列強の中国侵略〕 〔清朝∑支配層〕 〔民衆∑民族運動〕
・満州民族の征服王朝〔専制政治〕

１８世紀には中国貿易を独占的支配 清朝 ・漢人地主，漢人官僚〔封建社会〕

イギリス 片貿易 ★貿易品 １７２０ が外国貿易独占

貿易制限策 １７５７ １港のみ開港

貿易改善要求使節 １７９３ ・ １７９６ の乱 大規模な農民反乱

１８００ 失敗 １８１６ 〜１８０５ 清朝全盛期の終焉

１８３４ ネーピアが領事

貿易〔アヘン貿易を含む〕★内容

１８３３ 会社中国貿易独占権廃止 ★アヘン貿易の弊害

１８３９ 道光帝が ・

１８４０ アヘン戦争 自由貿易実現を図る ・欽差大臣 を広州へ

１８４２ 条約 ① の割譲と賠償金 アヘン貿易厳禁 １８４１ 事件 民衆の反英闘争

② ， ， ， ， の５港開港 広州郊外の三元里村で英軍を包囲

③ の廃止 ④対等の国交と領事駐在 敗北
仏と 条約，米と 条約

１８４２
１８４３ 虎門寨追加条約 権の喪失

１８５０ 五港通商章程 権の承認

１８５１ 太平天国の乱 ★背景

・指導者 がキリスト教的な を

１８５６ アロー戦争 英・ が出兵 ・広西省 で挙兵 組織

１８５８露 条約 川以北割譲 広範な農民の参加

東シベリア総督 敗北 ・江南を支配， 南京を占領し都の とする

１８５８英仏 条約① 布教公認 ・政策 ・ のスローガン

② 港開港 ③ 輸入公認 ・土地均分 制度

１８６０英仏 条約① 開港② 割譲 ① の湘勇 ・辨髪の廃止 ・纒足の禁止

１８６０露 条約① 割譲 漢人官僚の郷勇 ② の淮勇・ ★その性格

円明園破壊 ② 港 英人 の率いる 軍 ・ １８６４ 滅亡

１８６０ １８６１

洋務運動 同治の中興
帝の時代 ， ，左宗棠ら

１８８１ 条約 ロシアとイリ地方の国境 １８６１ を設立 の漢人官僚

西洋軍事技術等導入 論

１８８４ 戦争に敗北 〔限界暴露〕・ ★この運動の性格や意義

〜８５ 条約 ヴェトナム宗主権放棄 １８７４

１８９４ 日清戦争 を機に勃発

〜９５ 条約 ★内容 ・台湾割譲

〔影響〕清は弱体を暴露し， 列強の侵略激化

三国干渉（ ， ， ）

・ ・

１８９６

〜 中国分割 ①利権の獲得 ★内容 ・ １８９８ 変法自強運動 日本を範に

②租借地の獲得 ★各国の獲得地 ・ の変法 帝 指導者

１８９８ ③勢力範囲の設定 ★地域 ・ の政変

１８９９ アメリカの 保守派の による弾圧 挫折 運動の激化 反キリスト教

列強による 出兵 ・ 清朝は義和団を援助 ・ １９００ 義和団事件 のスローガン

１９００ ロシアの 占領 １９０１ ★内容 ★性格

１９０２ 同盟の成立

清朝の改革・ の廃止 ・新軍設置 民族資本の成長 運動

１９０４ 日露戦争 ★背景 ★影響 １９０８ の発表 国会開設の公約 孫文の 等の革命団体成立

〜０５ 条約★内容 １９０５ の結成 総理

半島， 鉄道， 三民主義① ②

は日本へ ③

１９１２ 中華民国 アジア最初の共和国 １９１１ 辛亥革命 国有化に反対する

はじめ， が臨時大総統 を発端に 新軍の蜂起

・清朝の 帝が退位して， 清朝の滅亡


